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今日お話すること

１．はじめに

２．研究展開に必要なこと

３．日本の現状と課題
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さきがけのはじまり

「光化学研究の最前線」編集委員会

荒川泰彦（東京大学） 緑川克美（理化学研究所）
植田憲一（電気通信大学） 三室 守（京都大学）
加藤義章（光産業創成大学大学院）* 山内 薫（東京大学）*
児玉了祐（大阪大学） 吉原經太郎（首都大学東京）
五神 真（東京大学） 渡辺信一（電気通信大学）
佐藤雄二（株式会社 東芝）
増原 宏（奈良先端科学技術大学） （五十音順, ＊印は編集幹事）

平成17年8月1日

平成20年度から文部科学省「最先端の光の創成を目指した
ネットワーク研究拠点プログラム」が発足し、併せてJSTの
戦略的創造研究推進事業CREST研究「最先端光源を駆使した
光科学・光技術の融合展開」、
さきがけ「光の利用と物質材料・生命機能」発足した。

さきがけ関係執筆者

I.   光技術フロンティアの開拓 美濃島

VI. 光化学の新たな展開 増原、三澤、吉原
VII.   生命と光 七田、佐々木
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１．自己の探求心・行動力・自主独立心

創造性・積極性・持続性・感動する心・責任感

・ マイケル・ファラデー： ベンゼン発見、ファラデー効果など発見

英国王立研究所のクリスマスレクチャー開始・・・・・・・・・・・

「ファラデーの生涯」 スーチン著 小出昭一郎・田村保子訳（東京図書 1976）.

・ 福 沢 諭 吉： 日本最初の科学啓蒙書「訓蒙窮理図解」

電子・陽子発見以前の物理学入門書
東洋に欠けていることは有形では数理学、無形では独立心・・・

「福沢諭吉の｢科學のｽｽﾒ」」 桜井邦朋著（祥伝社 H17）

研究展開に必要なこと



２． 議論できる“場と仲間”

１） ベルリン学派
ワルター・ネルンスト： 熱力学第三法則発見(1906) 物理化学者

ベルリン大学の毎週金曜日(1920-1930)のコロキウムから多くの科学思想誕生

「ネルンストの世界 －ドイツ科学の興亡ー 」 K.ﾒﾝﾃﾞﾙｽｿﾞｰﾝ著 藤井かよ・明彦訳(岩波 1976).

２） 東京大学生産技術研究所
電気化学・物理化学菊池研究室:
Imaging Science → 銀塩･非銀塩光機能材料開発 → Remote Sensing応用など
Photo-electrochemistry → ホンダ・フジシマ効果など誕生

３） 東海大学佐々木研究室
PUVA光化学療法の初期反応課程の解明、in vitroで視覚発生過程の再現、

日本初太陽UV-B計測器の開発、変異遺伝子発現の光化学制御

４） さきがけ 増原班 研究者グループ



ベルリン大学ネルンスト研究室 「コロキウム:1920-30」の仲間達

２-1)． 議論できる“場と仲間”

ネルンストの世界 －ドイツ科学の興亡ー K.ﾒﾝﾃﾞﾙｽｿﾞｰﾝ著、藤井かよ・明彦訳 (岩波 1976).



東京大学生産技術研究所
菊池 (光・電気化学)研究室時代
（学園闘争・全共闘の全盛期）

誰もが研究に情熱を燃やした時代
男女不平等は常識の時代
女性は結婚退職を約束して企業に就職

● 恩師菊池真一教授はフランス仕込み
のリベラリスト

・お茶汲みは、みんなの仕事

・研究は自由におやりなさい
・大学院の授業も聴講

・議論が常に活発な研究室

● Dｒ論文仕上げ期間の武者修行

・優れた研究者の研究室を訪問し、
研究発表をして討論していただく。

● 助手による技術論研究会
・プロトタイプ･発想の原点思考

工学博士の学位を取得し、
東海大学へ

菊池研の同期 私と篠塚則子さん

２-2）． 議論できる“場と仲間”



光環境科学 光化学 光医学・光生物学

光機能性材料・
ｼｽﾃﾑ研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ

光計測
研究・開発

8-ﾒﾄｷｼｿﾚﾚﾝと光線過敏誘起薬剤

の細胞内局在場と標的分子の推定

PUVA光化学

反応機構解明
反応場の

重要性解明

光アンチセンス研究 視物質ﾚﾁﾅ-ﾙ
の可視光応答
人工網膜応用

生物線量計による

太陽光計測

太陽UV-B計
開発

オゾン層破壊で増加する

太陽UV-Bの連続観測と
変動解析

光環境計測と評価

光科学は境界領域で活躍し、広い科学･技術分野で 多彩な特殊性を発揮し続けると期待される

光放射計測・
光環境科学
研究グループ

光生命科学・光生物学
研究グループ

東海大学佐々木研究室２-３）． 議論できる“場と仲間



佐々木研室
細胞班・光機能班･光計測班

研究室の年間行事

１．引き継ぎ実験１～２週間

２．新人歓迎バーベキューパーティ
３．研究所・工場見学 （２か所以上/年）

４．基礎生物学研究所
大型スペクトログラフ共同実験

５．光環境観測装置のメンテナンス
６．国内外の研究者招待授業など
７．大学間UV研究会（学生のプレゼン力強化）

８．卒業パーティ
９．定例輪講会(週間レポート、輪読会など）

就 職 先
ｿﾆｰ（株）、浜松ﾎﾄﾆｸｽ(株)、(株）ｺｼﾅ、
（株）ﾓﾘﾃｯｸｽ、ｼﾞｵﾏﾃｯｸ（株）、（株）ｱ
ﾄﾗｸｽﾋｭｰﾏﾈｼﾞ 、長田電機工業（株）、
ＮＥＣ，ＪＡＭＳＴＥＣ，ｼｬｰﾌﾟ（株）、
市光工業（株）、ｳｼｵ電機（株）、（株）
千代田ﾃｸﾉﾙ、（株）ｵｰｸ製作所、ﾅﾚｯｼﾞｳｴ
ｱ（株）、昭和女子大、オリンパス光学、
東芝ライテック、キャノン(株）、



第40次南極越冬隊参加
竹下　秀　（国立極地研究所）

現：東海大学総合科学技術研究所准教授

コロキュウム

「南極昭和基地と科学」

2001.5.31



講師 海洋研究開発機構極限環境生物圏研究センター 小山純弘 氏（博士･工学）

講演テーマ 極限環境下で覚醒する多細胞生物の適応機構解明

－深海多細胞生物の分子細胞生物学的な研究法の開発－

水深500mで加圧飼育中の深海魚ユメカサゴ：2001年4月8日（フジテレビ）

1993年度 東海大学工学部工学研究科光工学専攻卒業
修士論文： 生体環境場に作用する増感剤の光化学－光線過敏症誘起物質の細胞レベルでの反応過程
1996年度 東京工業大学博士課程後期終了
博士論文： Nerve Growth Factor Production in Astroglial Cells Modulated by Electrical Stimulation

バイオフォト二クス 特別講義 2006年11月29日(水)



開発した太陽UV-B計測器



UV-B放射量/日射量のトレンド (1日合計放射量の月平均値： 12ヶ月+ 26ヶ月 移動平均)

M. Sasaki et al., Increasing trend of biologically active solar ultraviolet-B irradiance in mid-latitude Japan in the 1990s, Opt. Eng., 41 (12)  3062-3069 (2002).



物 理

化 学 生 物

岩倉 熱反応過程その場観測

井村 プラズモニック

太田 非線形部分光計測

須藤 光機能タンパク質制御

佐崎 不凍タンパク観察深港 単一分子のキラリティー観測

西村(医学）
細胞動態光観察

高木 ナノ層状化合物

足立 超高速分光

永井(Bio光源）５年型
細胞内蛍光ラベルタンパク質
による細胞動態解析

藤田 光依存窒素固定酵素

岡(理論）
量子相関光子
による反応制御

雲林院 ナノラマン分光

石坂 液滴計測

小関 無染色誘導ラマンイメージング

奧津 分子結晶成長制御

小笠原 遺伝子の光制御

Smith 細胞内その場観察

財津 新レーザー光源

志賀(原子時計）
大挑戦型(5年）

樋口(薬学）
幹細胞内蛍光
イメージング

畑中 超広帯域光変換

玉作 X線局所光学応答

増田 光機能性タンパク質創成・
酵素活性と遺伝子制御の両立

八ッ橋 高強度レーザー反応

新倉 時間分解分子軌道イメージング

さきがけ「光の利用と物質材料・生命機能」研究者（1期、2期、3期）の研究分野

岩長 超解像光学系

岸本 連続発振原子波レーザー

香月 凝縮系波動関数

江口 金属ナノ粒子プラズモン

江波(環境）
界面反応の
その場観察

小阪田 神経活動位置分子観察
小島 哺乳類のUVセンサー

是枝 光による熱の固有状態制御

佐藤 磁性体のスピン操作

東海林 光の伝播特性制御

高橋優樹 量子インターフェース実現

高橋文雄 藻類の光転写因子中川 NO神経伝達分子制御

Biju がんの可視化

Environment

Pharmacy

Medicine

Theoretical
physics

Atom clock

Nanolight source

（2012.12.12）

２-４)． 議論できる“場と仲間” さきがけ 増原班
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教 育

仕 事

家 族

戦後日本型生活循環モデル
第２次世界大戦後１９９０年代バブル崩壊までの生活スタイル

家族形成・維持

安定収入・意欲
次世代教育投資

内在矛盾の顕在化

循環モデルは市場原理に押しつぶされた！

大学卒業生
新卒者一括採用

正社員

年功序列賃金

安定賃金

学ぶ真の意味
自己形成

（受験戦争、学歴社会）

家族の生活費取得、
働く意味、キャリア形成
社会の中での役割等

（会社・仕事人間）

家族愛・信頼

（形骸家族、虚無、
不信感、憎悪等支配）

（朝日新聞 081027 東大・本田由紀氏案改）

日本の現状 １



“大学院重点化は一体何だったのか”
元村有希子 論説 化学と工業 2009.8

●2009年文科省は86の国立大学に博士課程定員見直しの通達

1985年度 6万9,688人
2005年度 23万9,460人

しかし、この15年間の就職率5～6割

グローバル化・知の競争時代にどう立ち向かうのか

(2003.6)日本の現状 2



植松光夫東京大学教授提供改変日本の現状 ３

2020 〇



日本の課題と解決策

１）天然資源が少ない ⇒

科学・技術立国構築

２）男性主導・議論下手 ⇒

意識改革・議論上手

３）少子・高齢化が進行中 ⇒
リーダとなる人材育成

（さきがけ研究者の活躍）
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自分の夢を実現させる研究を！

人間らしく生きるための研究

人生はたった一度、死ねば終り、
自分の代替はいない

生きることの喜びと大切さ、
人の命、地球上の全ての命を尊ぶ

生命の尊厳を尊ぶ研究推進
便利さからの脱却

未来を夢みる探究心と冒険心を持とう



さきがけ研究者の

研究と生活の調和実現！

１．光科学・技術を駆使し豊かな社会実現

２．心身共に健康で豊かな生活実現のための

時間創出に各種の支援体制を活用

３．未来の研究者達に夢を描かせうる

憧れの的となるロールモデルとなりうる

自己のライフステージ構築



2005.1.31 出版



さきがけ研究者が幸せな社会を実現させるためのキーワード

HELP! 研究者同志の理解と協力

Health
健 康

Equality
平 等

Love
愛 情



光科学・技術推進と人材育成が
日本“持続発展”の鍵！

さきがけ研究者各位のご活躍
に期待致します。


